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５
月
臨
時
会　

　

５
月
臨
時
会
を
５
月
８
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
専
決
処
分
、

補
正
予
算
な
ど
７
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
・
３
・
４
・

５
・
６
号
）

補
正
額　
　
　

23
億
５
２
１
３
万
８
千
円　

総　

額　

１
０
２
億
３
９
１
３
万
８
千
円

休
業
要
請
協
力
金

　

指
定
期
間
休
業
し
た
、
飲
食
店
事
業
者
に

協
力
金
と
し
て
20
万
円
を
助
成

（
補
正
第
２
号　

１
５
０
０
万
円
）

特
別
定
額
給
付
金

　

全
町
民
に
一
人
10
万
円
を
給
付

（
補
正
第
３
号　

18
億
１
１
４
０
万
円
）

短
期
集
中
お
達
者
サ
ロ
ン
業
務
委
託

　

外
出
の
自
粛
に
よ
り
フ
レ
イ
ル
へ
の
移
行

が
危
惧
さ
れ
る
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
高
齢
者
が
脳
ト
レ
体
操
・
運

動
等
を
行
う

（
補
正
第
４
号　

２
９
８
万
円
）

※
フ
レ
イ
ル
…
身
体
的
機
能
、
認
知
機
能
等

が
低
下
す
る
こ
と

感
染
防
止
対
策
用
備
品
の
購
入

　

図
書
館
に
図
書
消
毒
機
の
導
入

　

文
化
会
館
に
除
菌
電
解
水
給
水
器
の
設
置

　

総
合
体
育
館
に
大
型
扇
風
機
の
導
入

　

歴
史
民
俗
資
料
館
に
空
気
清
浄
機
の
導
入

な
ど

（
補
正
第
４
号　

２
３
４
万
５
千
円
）

感
染
症
拡
大
防
止
対
策
事
業
費
補
助
金

　

町
内
の
定
員
29
人
以
下
の
入
所
系
介
護
施

設
に
て
、
居
室
に
簡
易
陰
圧
装
置
を
設
置
す

る
経
費
に
対
し
て
補
助
す
る

（
補
正
第
５
号　

４
３
２
万
円
）

※
簡
易
陰
圧
装
置
…
室
内
と
室
外
の
空
気
圧

に
差
異
を
設
け
る
装
置

教
育
委
員
会
事
務
局
費

　

緊
急
時
に
お
け
る
学
校
教
育
の
対
応
を
図

る
た
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
前
倒

し
し
、
全
小
中
学
生
一
人
一
台
端
末
の
整
備

を
行
う（

補
正
第
５
号　

１
億
１
９
６
７
万
円
）

教
育
委
員
会
事
務
局
費

　

感
染
症
対
策
と
し
て
、
幼
・
小
・
中
学
校

の
ト
イ
レ
洋
式
化
及
び
宮
園
小
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
の
密
集
化
を
避
け
、
分
散
し
て
喫
食
す
る

た
め
、
特
別
教
室
へ
空
調
設
備
な
ど
を
整
備

す
る

（
補
正
第
６
号　

４
６
５
７
万
４
千
円
）

災
害
対
策
費

　

避
難
所
や
災
害
対
策
本
部
等
の
感
染
症
対

策
と
し
て
、
マ
ス
ク
・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、

手
袋
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
等
の
消
耗
品
、

避
難
所
の
換
気
対
策
と
し
て
大
型
扇
風
機
、

気
化
式
大
型
冷
風
機
等
の
備
品
を
整
備
す
る

（
補
正
第
６
号　

１
３
１
９
万
５
千
円
）

文
化
会
館
費

　

文
化
会
館
に
自
動
手
指
消
毒
器
、
Ａ
Ｉ
顔

認
証
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
等
を
導
入
す
る

（
補
正
第
６
号　

２
２
９
０
万
１
千
円
）

道
路
新
設
改
良
費

　

予
定
し
て
い
た
額
を
上
回
る
国
の
予
算
割

当
て
内
示
を
受
け
、
新
田
赤
松
線
の
整
備
を

進
め
る（

補
正
第
５
号　

２
５
８
９
万
２
千
円
）

木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業

　

予
定
し
て
い
た
件
数
を
上
回
っ
た
た
め
、

14
件
分
の
追
加
計
上
を
行
っ
た

（
補
正
第
５
号　

１
７
５
０
万
円
）

物
品
売
買
契
約
の
締
結

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
の
売
買
契
約
の

締
結
を
承
認

　

契
約
先　
　

静
岡
森
田
ポ
ン
プ
（
株
）

　

契
約
金
額　

１
９
９
６
万
５
千
円

　

更
新
場
所　

第
１
分
団

　コロナウイルス対策などにより　一般会計１００億円超え
６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
を
11
日
か
ら
26

日
ま
で
の
会
期
16
日
間
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
、
補
正
予
算
、
条

例
改
正
、
人
事
、
契
約
に
関
す

る
一
般
議
案
な
ど
、
提
案
さ
れ

た
15
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

１
件
を
審
議
し
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
等
の
選
挙
も
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
休
校
に
よ
る

課
題
は
」
な
ど
、
５
人
が
質
問

し
ま
し
た
。（
４
～
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

ＡＩ認証サーマル
カメラのイメージ

本会議の風景
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　コロナウイルス対策などにより　一般会計１００億円超え

森
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

山
間
部
の
生
活
基
盤
を
取
り
戻

す
施
策
は
様
々
行
わ
れ
て
き
た

が
、
人
口
流
出
は
止
ま
っ
て
い
な
い
。

中
学
校
統
合
の
時
も
、
地
域
か
ら
の
問

題
提
起
に
行
政
は
応
え
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
第
９
次
総
合
計
画
を
見
て

も
、
山
間
部
の
10
年
後
、
20
年
後
が
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
国
は
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
る
が
、
間

違
っ
て
い
る
。

（
西
田　

彰
）

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
見
方
や
考
え
方
は
あ
る

が
、
こ
の
機
会
を
逃
す
と
、
森
町
の
学

校
教
育
全
体
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

　

文
科
省
の
手
引
の
中
で
、
児
童
生
徒

が
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
に
触
れ
、

認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、
切
磋
琢
磨

す
る
こ
と
を
通
じ
て
資
質
や
能
力
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
小
・
中

学
校
で
は
一
定
の
集
団
規
模
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
し
て
お

り
、
同
時
に
学
校
指
導
要
領
も
変
わ
る

こ
と
か
ら
、
本
条
例
に
賛
成
す
る
。

（
中
根
幸
男
） 

6 月定例会の審議結果 　１5 議案すべて可決

議　案、陳　情　名

山
本　

俊
康

西
田　
　

彰

鈴
木　

托
治

中
根　

幸
男

𠮷
筋　

惠
治

岡
野　
　

豊

中
根
信
一
郎

加
藤　

久
幸

岡
戸　

章
夫

出
口　
　

裕

川
岸
和
花
子

結　

果

森町立学校設置条例の一部を改正する

条例
○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決

新型コロナウイルス感染拡大の影響に

よる統合期日の猶予についての陳情
× ○ × × × × × ○ × × ×

不採

択

※議長（亀澤進）は採決には加わりません。

委
託
契
約
の
締
結

　

小
中
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備

整
備
事
業
の
委
託
契
約
の
締
結
を
承
認

　

契
約
先　
　

静
岡
日
電
ビ
ジ
ネ
ス
（
株
）

　

契
約
金
額　

５
６
８
７
万
円

　

内
容　
　
　

校
内
通
信
環
境
の
整
備

森
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
４
月
、
三
倉
小
学
校
、
天
方
小

学
校
、
森
小
学
校
を
統
合
す
る
た
め
、
条
例

か
ら
森
町
立
三
倉
小
学
校
と
森
町
立
天
方
小

学
校
を
削
除
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
る
統
合
期
日
の
猶
予
に
つ
い
て

の
陳
情

　

第
一
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
、
本
会

議
に
て
採
決
し
た
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

森
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
そ
れ
ぞ
れ
４

人
の
選
挙
（
指
名
推
薦
）
を
行
い
ま
し
た
。

森
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　

岡
田
隆
男
氏　

岡
野
知
洋
氏

　
　

榊
原　

茂
氏　

森
下
義
明
氏

森
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
　

亀
山
成
代
氏　

村
松
八
重
子
氏

　
　

吉
筋
克
次
氏　

安
形
元
成
氏

※賛否の分かれた議案、陳情は以下のとおりとなります。 ( 〇＝賛成　×＝反対 )

特別定額給付金18億円など、
国・県から交付金を受け、
新型コロナウイルス対策を実施しました
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町  政  を  問  う            ～  一  般  質  問  ～

役場の１階に据え付けられた

除菌電解水給水機

加 藤 久 幸

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
休
校
に
よ
る
課
題
は

集
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
６
月
中
に

最
終
報
告
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

活
用
方
法
は
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
、
ド
ア
ノ

ブ
な
ど
へ
噴
霧
し
除
菌
を
行
う
。
問
題
点

と
し
て
は
紫
外
線
の
影
響
を
受
け
る
と
塩

素
濃
度
が
低
下
し
、
除
菌
、
消
臭
の
効
果

が
低
下
す
る
。
町
民
及
び
町
内
事
業
者
へ

の
無
償
配
布
に
つ
い
て
は
、
直
射
日
光
が

当
た
ら
な
い
涼
し
い
場
所
で
保
管
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
て
い
る
。

町
民
に
配
布
す
る
に
あ
た
り
丁
寧

な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

使
用
方
法
、
注
意
事
項
な
ど
を
記

載
し
た
チ
ラ
シ
を
一
人
ひ
と
り
に

説
明
し
、
配
布
し
て
い
る
。

　

再
度
、
職
員
に
指
導
を
徹
底
し
た
い
。

①
小
中
学
校
に
お
い
て
授
業
日
数

の
不
足
等
に
よ
り
本
来
行
う
べ
き

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
消
化
で
き
る
か
。

②
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
熱
中
症
対
策
は
。

③
長
期
休
校
に
よ
る
精
神
的
な
ケ
ア
は
。

①
夏
休
み
冬
休
み
の
短
縮
に
よ
る

授
業
日
数
の
確
保
、
学
校
行
事
の

重
点
化
や
準
備
期
間
の
工
夫
、
学
習
支
援

員
を
活
用
し
た
学
習
面
で
の
き
め
細
や
か

な
対
応
等
に
よ
り
、
休
業
に
よ
る
影
響
を

取
り
戻
し
て
い
き
た
い
。

②
③
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
様
子
を
よ

く
見
て
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
指
示
し
、

文
科
省
や
専
門
機
関
か
ら
の
情
報
を
注
視

し
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
代
替
品
と

し
て
活
用
が
進
ん
で
い
る
次
亜
塩

素
酸
水
の
有
効
性
と
、
活
用
方
法
及
び
問

題
点
は
。有

効
性
に
つ
い
て
は
帯
広
畜
産
大

学
や
北
海
道
大
学
で
の
実
証
実
験

で
不
活
化
効
果
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
（
製
品
評
価
技
術
基
盤
機

構
）
の
実
証
実
験
で
は
十
分
な
デ
ー
タ
が

町
と
遠
州
水
道
企
業
局
と
の
計
画

契
約
水
量
と
実
績
使
用
水
量
に
は

乖か

い

り離
が
あ
り
、
一
般
的
に
「
空
料
金
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
直
し
が
さ
れ
な

け
れ
ば
水
道
料
金
改
定
に
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。

①
こ
れ
ま
で
の
見
直
し
へ
の
努
力
は
。

②
空
料
金
と
言
わ
れ
る
そ
の
差
額
は
今
ま

で
に
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

③
企
業
局
と
の
交
渉
は
時
間
が
必
要
と
思

う
。
森
町
水
道
事
業
経
営
戦
略
で
は
３
年

か
ら
５
年
先
に
は
料
金
改
定
が
必
要
と
し

て
い
る
が
契
約
水
量
見
直
し
が
さ
れ
る
ま

で
は
改
定
は
す
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

平
成
24
年
か
ら
受
水
５
市
町
で
、

企
業
局
に
対
し
料
金
引
き
下
げ
、

事
業
計
画
の
見
直
し
等
を
協
議
し
、
平
成

25
年
度
に
は
５
市
町
首
長
に
よ
り
、
県
知

事
に
対
し
料
金
引
き
下
げ
や
乖
離
の
解
消

な
ど
を
要
望
し
た
。
結
果
、
使
用
料
金
１

㎥
当
た
り
１
円
引
き
下
げ
、
受
水
量
乖
離

に
つ
い
て
は
、
令
和
14
年
度
か
ら
解
消
見

込
み
で
あ
る
。「
差
額
」
は
平
成
21
年
か
ら

令
和
元
年
ま
で
で
約
４
億
２
千
万
円
で
あ

り
、
遠
州
水
道
の
必
要
経
費
と
認
識
し
て

い
る
。
料
金
改
定
に
つ
い
て
は
町
の
経
営

戦
略
等
に
基
づ
き
、
今
後
水
道
料
金
審
議

会
等
を
組
織
し
、
議
論
の
中
か
ら
意
見
を

踏
ま
え
適
切
な

時
期
に
料
金
改

定
を
判
断
し
た

い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
長
期
化
す
る
中
、

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避

難
所
の
備
え
は
。

国
か
ら
は
避
難
所
で
の
対
応
に
つ

い
て
助
言
資
料
が
出
さ
れ
、
県
に

お
い
て
も
各
市
町
の
意
見
を
踏
ま
え
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
中
で
あ
る
。
掛
川
市
で

行
わ
れ
た
モ
デ
ル
訓
練
で
は
職
員
４
名
が

参
加
し
、
感
染
対
策
な
ど
具
体
的
措
置
を

受
講
し
た
。
避
難
所
設
営
に
つ
い
て
も
「
高

齢
者
、
障
が
い
者
」
の
た
め
の
福
祉
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
る
事
や
、
対
応
が
難
し
い
と
き

は
町
内
11
の
介
護
施
設
、
障
害
福
祉
施
設

へ
の
移
送
を
想
定
し
て
い
る
。

西 田　 彰

上
水
道
事
業
に
つ
い
て

遠州水道　寺谷浄水場

（磐田市）
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新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る

行
政
の
対
応
は

出 口　 裕

町
民
、
個
人
事
業
者
に
給
付
さ
れ

る
「
特
別
定
額
給
付
金
」「
休
業

要
請
協
力
金
」
を
行
政
の
責
任
者
と
し
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、
今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ

ア
を
使
い
、
町
の
取
り
組
み
の
「
今
」
を

町
民
に
伝
え
て
は
ど
う
か
。「
不
安
」
を
取

り
除
く
た
め
、
町
長
が
日
頃
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
「
安
心
・
安
全
」
の
認
識
を
伺
う
。

ス
ピ
ー
ド
感
に
加
え
て
、
正
確
で

間
違
い
の
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
幸
い
当
町
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し

て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
担
当
職
員
が
意
識

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
考
え
る
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
同
報
無
線
や

ち
ゃ
っ
と
メ
ー
ル
、
広
報
も
り
ま
ち
や
回

覧
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
様
々
な
媒
体

を
通
じ
て
広
く
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　

不
安
を
少
し
で
も
解
消
し
て
い
た
だ
き
、

安
全
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
る
。現

在
、
東
京
、
九
州
地
方
で
の
、

コ
ロ
ナ
の
「
第
２
波
」
の
話
も
聞

か
れ
る
。
現
在
は
、
町
内
感
染
者
は
出
て

い
な
い
が
出
た
場
合
の
対
応
策
が
あ
れ
ば

伺
う
。

町
民
の
方
へ
は
基
本
的
な
感
染
予

防
策
、
体
温
測
定
等
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
啓
発
し
、
自
ら
の
発
症
が
疑
わ
し
い

場
合
の
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
の
連
絡
相
談
に
つ
い
て
、
利
用
可
能
な

あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
て
、
で
き
る
限

り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
提
供
す
る
。

　

さ
ら
に
県
と
連
携
し
、
関
係
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
医
療
機
関
等
か
ら
要
請

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
在
宅
で
療
養
す
る

患
者
へ
の
見
回
り
、
食
事
提
供
な
ど
の
支

援
を
す
る
。
ま
た
、
多
く
の
人
が
利
用
す

る
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
利
用
制
限
を
し
、

感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
て
い
く
。

川岸和花子

歴
史
・
文
化
を
訪
問
者
に

情
報
発
信
す
る
施
策
は

訪
れ
た
方
に
町
の
原
点
で
あ
る
歴

史
・
文
化
を
活
力
的
に
情
報
発
信

す
る
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

周
智
高
校
跡
地
に
「
周
智
農
林
学
校
創

設
者
顕
彰
庭
園
」
が
完
成
し
た
が
、
そ
の

ほ
か
の
跡
地
活
用
策
は
。

周
智
高
校
跡
地
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者
が

利
用
で
き
る
公
園
、
利
用
者
の
た
め
の
駐

車
場
な
ど
を
基
本
に
活
用
を
考
え
て
い
る
。

関
係
課
等
で
構
成
す
る
委
員
会
を
設
置
し
、

協
議
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
将
来
的
に

歴
史
民
俗
資
料
館
の
移
設
も
考
え
ら
れ
る

た
め
、
そ
の
候
補
地
で
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

ア
ク
テ
ィ
森
に
「
学
べ
る
」
体
験
を

森
町
に
は
、
古
く
か
ら
の
歴
史
、

舞
楽
・
祭
り
な
ど
の
素
晴
ら
し
い

文
化
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
森

町
を
楽
し
も
う
と
訪
問
し
た
方
が
そ
れ
を

知
っ
た
り
学
ん
だ
り
で
き
る
場
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
町
外
か
ら
多
く
の
訪
問
者
が

あ
る
「
森
町
体
験
の
里
ア
ク
テ
ィ
森
」
に
、

森
町
の
歴
史
・
文
化
を
学
べ
る
展
示
施
設

を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

ア
ク
テ
ィ
森
は
、
観
光
客
だ
け
で

な
く
、
町
民
の
皆
様
に
も
多
く
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
、
自
然
の
中
で
ア
ウ

ト
ド
ア
体
験
や
食
体
験
、
創
作
体
験
を
し

て
も
ら
う
の
が
開
館
以
来
の
経
営
方
針
で

あ
る
。
し
か
し
、
森
町
の
歴
史
・
文
化
に

つ
い
て
も
魅
力
の
ひ
と
つ
な
の
で
、
臨
時

的
に
展
示
施
設
を
利
活
用
す
る
の
も
検
討

材
料
の
一
つ
と
考
え
る
。

現在の周智高校跡地
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岡 野　 豊

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

対
策
と
今
後
の
取
組
は

世
界
中
を
恐
怖
に
陥
れ
国
内
で
も

１
万
８
千
人
余
が
感
染
、
９
０
０

人
以
上
の
方
が
死
亡
し
て
い
る
。
幼
少
中

学
校
で
は
休
園
、
休
校
、
各
種
会
議
、
集

会
等
が
自
粛
さ
れ
た
が
、
未
だ
終
息
を
迎

え
て
い
な
い
。
①
か
ら
⑤
に
つ
い
て
伺
う
。

①
町
の
感
染
拡
大
防
止
策
の
検
証

評
価
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の
対

応
方
針
に
基
づ
き
、
森
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
種
感
染

防
止
対
策
の
実
施
及
び
周
知
を
図
っ
て
来

た
。
町
内
感
染
者
が
無
い
こ
と
か
ら
、
一

定
の
成
果
が
出
て
い
る
と
考
え
る
。

②
特
別
定
額
給
付
金
の
手
続
き
は
、
６
月

19
日
現
在
全
世
帯
の
９
３
．
８
％
、
町
民

１
万
７
千
２
９
３
人
に
給
付
し
て
お
り
、

申
請
手
続
き
、
事
務
で
の
問
題
は
発
生
し

て
い
な
い
。

③
持
続
化
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

に
直
接
申
請
す
る
事
業
で
あ
り
、
商
工
会

や
Ｊ
Ａ
が
相
談
対
応
を
し
て
い
る
。
町
と

し
て
は
正
確
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
町

内
の
事
業
者
の
方
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
速
や
か
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

④
今
後
起
き
う
る
自
然
災
害
に
お

け
る
、
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
７
月
に
県
の
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

自
主
防
災
組
織
と
の
調
整
、
協
議
に
つ

い
て
は
、
県
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
等
開
設
時
の
感
染
症

対
策
に
関
す
る
方
針
を
策
定
し
、
町
の
方

針
を
書
面
等
で
示
し
た
い
。

　

⑤
今
後
の
感
染
予
防
に
つ
い
て
は
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
生
活

様
式
に
取
り
組
み
自
覚
し
た
行
動
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

健
康
維
持
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
公
共

施
設
の
利
用
制
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
営

グ
ラ
ン
ド
の
利
用
目
的
に
当
て
は
ま
ら
な

い
。
例
え
ば
、
天
宮
神
社
や
町
内
を
散
策

し
て
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

第
一
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
12

月
10
日
付
け
で
森
町
消
防
団
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
消
防
団
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て

協
議
し
、
結
果
を
要
望
書
に
ま
と
め
、
６

月
26
日
に
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
の
内
容

①
消
防
団
員
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

消
防
団
員
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
口
減
少
と
若
者
の
流
出
等
に
よ
り
団
員

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
消
防
団
員
の
活
動
に

つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
等
を
行
っ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
消
防
団
に
対
す
る
町
民
へ
の
理

解
を
よ
り
深
め
て
頂
く
た
め
、
広
報
、
マ

ス
コ
ミ
等
に
報
道
素
材
の
提
供
に
一
層
努

め
ら
れ
た
い
。

②
消
防
団
員
の
教
育
訓
練
施
設
を
併
設
し

た
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
研
修
等
に
つ
い
て
は
、
４

月
に
新
築
し
運
用
を
開
始
し
た
袋
井
消
防

庁
舎
・
袋
井
市
防
災
セ
ン
タ
ー
を
活
用
さ

れ
た
い
。

③
事
業
所
に
お
け
る
消
防
団
員
確
保
対
策

の
強
化
・
促
進
と
消
防
団
員
へ
の
支
援
に
つ

い
て

（
１
）
消
防
団
員
確
保
の
協
力
体
制
の
強

化
・
促
進
を
図
る
た
め
、
事
業
所
に
お
け

る
理
解
を
深
め
て
頂
く
よ
う
啓
発
に
努
め

ら
れ
た
い
。

（
２
）
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
運
行
に
掛

か
る
免
許
取
得
に
あ
た
っ
て
は
、
消
防
団

員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
助
成
制
度
を

検
討
さ
れ
た
い
。

④
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
は
、
地
域
防
災
力
の
要
と
し

て
、
消
防
団
の
役
割
と
重
要
性
が
改
め
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
消
防
団
員
の
確
保
を

図
る
た
め
、
報
酬
・
出
動
手
当
の
処
遇
改

善
を
検
討
さ
れ
た
い
。

町長に要望内容を説明する委員長

消
防
団
に
関
し
て
の
要
望
書
を
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
常
任
委
員
会　

新しい生活様式

実践例から抜粋
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平
成
14
年
か
ら
平
成
29
年
ま
で
に
全
国

で
廃
校
と
な
っ
た
公
立
小
・
中
・
高
等
学

校
等
の
数
は
７
５
８
３
校
で
す
。
現
存
す

る
廃
校
施
設
の
う
ち
75
％
が
様
々
な
用
途

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
廃
校
施
設
の
広
大
な
敷
地
や

教
室
の
間
仕
切
り
な
ど
を
生
か
し
て
、
社

会
教
育
施
設
や
福
祉
施
設
、
体
験
交
流
施

設
等
に
活
用
し
た
り
、
さ
ら
に
は
雇
用
促

進
を
見
込
ん
で
企
業
が
オ
フ
ィ
ス
を
構
え

た
り
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
た
廃
校
活
用
が
全
国
的
に
進
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
取
組
み
を
機
に
、
議
会
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
研

修
会
や
交
流
会
を
今
後
さ
ら
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
方
式
で
の
研
修
会

テ
ー
マ
「
学
校
の
跡
地
利
用
の
現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て
」

森町議会での感染症対策の取組み
森町議会で行っている感染症対策をご紹介します。

傍聴席の間隔を空ける

12 席（全 28 席）

マスク着用と換気の徹底

（議会だより編集委員会の様子）

本会議の様子をウェブ配信

（YouTube 森町議会チャンネル）

オンラインによるリモート会議の試行

（ＩＣＴ活用推進委員会の様子）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
各
種
会
合
が
中
止
さ
れ
、
新

し
い
生
活
様
式
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
、
感
染
症
対
策
と
議
会
活
動
の
両
立

を
図
る
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
７
月
28

日
、
リ
モ
ー
ト
方
式
に
よ
る
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
町
の
課
題
で
あ
る
「
学

校
の
跡
地
利
用
」
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
・
防
災
部

施
設
助
成
課
の
山
田
振
興
地
域
係
長
よ
り
、

全
国
の
状
況
や
廃
校
後
の
学
校
施
設
の
活

用
事
例
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

スクリーンに映し出された講師
通常の会議と遜色なく質疑応答もでき、東京に

ある文科省も近くに感じられました。

廃
校
施
設
の
有
効
活
用
事
例
集

詳細はこちら

文科省「みんなの廃校」

プロジェクトＨＰ
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森町折々の写真を募集中

　議会だよりや議会ホームページで使用する写真

やイラストを募集しています。

　詳細は、議会ホームページをご覧いただくか、

議会事務局までお尋ねください。

応募・問い合わせ先

森町議会事務局

〒437-0293  森町森2101の1

0538-85-6329

morimachi.gikai@gmail.com

出前議会報告を実施します

　町民の皆さまに、議会をより身近に感じていた

だけるよう、議会報告に伺います。

　開催希望の団体（町内会、各種団体など）は、

議会事務局までご連絡ください。
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六
月
も
終
わ
り
の
こ
の
時

期
・
・
・

　

今
年
の
梅
雨
も
、
各
地
域
で

記
録
的
な
大
雨
が
降
っ
て
い
る

所
が
あ
る
様
で
す
。

　

我
が
家
の
庭
先
の
紫
陽
花
も

雨
あ
が
り
の
せ
い
か
、
と
っ
て

も
鮮
や
か
に
咲
い
て
い
ま
す
。

　

六
月
の
定
例
議
会
も
終
わ
り
、

自
分
と
し
て
は
ほ
っ
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
議
会
で
の
体
験
が
、

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
せ
る

よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
回
の
議
会
で
は
、
よ
り
深

く
考
え
、
多
く
の
事
に
疑
問
を

持
ち
、
発
言
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
夏
を

迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
と

り
、
健
康
管
理
を
し
て
、
政
務

活
動
に
あ
た
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｄ
）

●  

ひひ  

とと  

ここ  

とと  

●●

　　6月議会では、のべ10人の方が、議会へ足を

　運んでくださいました。

　　予約は必要ありません。手続きも簡単です。

　　議場は役場３階です。

　● 定員12名（コロナ対策のため50％以下に制限

　   しています）

　● お問い合わせ先……議会事務局

　　 電話　0538-85-6329

9月 1日（火）

9月 8日（火）

9月10日（木）

9月24日（木）

9月25日（金）

本 会 議　 初　 日

本 会 議　 二 日 目

常 任 委 員 会

本会議　一般質問

本 会 議　 最 終 日

※会議の開始時間は午前9時30分です。

※日程が変更される場合もありますのでご了承ください。

議会を議会を 聴 き に聴 き に来ませんか来ませんか

　

森
町
で
大
正
琴
の
音
色
が
聞

か
れ
始
め
た
の
は
、
昭
和
60
年

頃
か
ら
で
し
た
。
主
婦
の
仕
事

が
一
区
切
り
つ
い
た
方
た
ち
が
、

仲
間
と
共
に
町
内
の
あ
ち
こ
ち

で
始
め
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

文
化
会
館
が
建
設
さ
れ
演
奏

会
場
が
で
き
て
か
ら
は
、
多
く

の
皆
様
に
応
援
い
た
だ
き
、
演

奏
会
開
催
を
楽
し
み
に
月
二
回

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

世
情
が
安
定
し
て
い
た
平
成

10
年
頃
ま
で
は
、
ハ
ワ
イ
・
中

国
・
ソ
ウ
ル
と
大
正
琴
を
提
げ

大
正
琴
グ
ル
ー
プ
　
か
わ
せ
み
琴
の
会

みんなのこえ

て
訪
問
し
、
そ
の
地
の
方
々
と

交
流
演
奏
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
人
、
20
人
、
50
人
、
皆
の

心
が
一
つ
に
な
っ
て
思
い
描
い

た
音
色
を
響
か
せ
る
こ
と
が
で

き
た
と
き
、
自
然
に
皆
の
笑
顔

が
広
が
り
ま
す
。

　

大
正
琴
は
一
人
で
も
楽
し
め

る
手
軽
な
楽
器
で
す
が
、
仲
間

が
集
ま
れ
ば
楽
し
み
も
膨
ら
み

ま
す
。

　

い
つ
で
も
お
仲
間
大
歓
迎
で

す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

森町議会ＨＰ
写真募集について

＜９月定例会の予定＞＜９月定例会の予定＞

連絡先　代表　新貝加代子(円田)

　　　　電話　８５‐３５０７


